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●「転ぶのなんて大したことない」と思っていませんか？

「転倒災害」は文字通り、労働者がほぼ同一平面上で転んだことにより負傷した災
害などをいいます。「転ぶ」と聞くとなんだか日常的で、大したことがない災害に聞
こえるかもしれません。そこで、ここでは転倒災害の恐ろしさをデータをもとに見て
いきます。

①すべての災害の中で最多

転倒災害の最大の特徴は、その件数の多さです。令和２年中に全国で発生した休業
４日以上の労働災害を見ると、全ての労働災害の中で最多となっています（約13万
件のうち約３万件が転倒災害）。また、業種にかかわらず上位を占める災害であり
（表１）、どんな仕事場でも例外なく発生しやすいといえます。

商業 保健衛生業 製造業 建設業 運輸業

１位
転倒
(6,456)

転倒
(5,400)

はさまれ、
巻き込まれ

(6,209)

墜落、転落
(4,756)

墜落、転落
(4,674)

２位
動作の反動、無
理な動作(腰痛等)

(3,145)

動作の反動、無
理な動作(腰痛等)

(5,393)

転倒
(5,094)

転倒
(1,672)

転倒
(3,287)

３位
墜落、転落

(2,578)

その他
(新型コロナウイルス感
染症による肺炎を含む)

(5,260)

墜落、転落
(2,943)

はさまれ、
巻き込まれ

(1,669)

動作の反動、無
理な動作(腰痛等)

(3,200)

表１．令和２年に全国の各業種で発生した休業４日以上の労働災害について、上位３つの事故の型を
示したもの。()内は件数。（資料出所：厚生労働省「労働災害統計」）

②決して侮れない重傷率

※休業４日以上の労働災害が発生した際、事業者は所轄労働基準
監督署に「労働者死傷病報告」を遅滞なく提出する義務があり
ますが、その時点での休業見込日数を報告させているものです。

１週間未満
35人(6%)

１週間以上
69人(12%)

２週間以上
134人
(23%)

１か月以上
157人(27%)

２か月以上
96人(17%)

３か月以上
90人(15%)

転倒
581人

転倒災害の休業見込日数※について、亀戸署管
内（江東区内）のデータを使ってさらに詳細を見
てみます。平成28年から令和２年の間に発生し
た転倒災害581件について、休業見込日数の内
訳を見てみると、６割近く（59％）が１か月以
上となっています（図１）。転倒災害による重傷
率は、決して侮れないと言えるでしょう。

また、同581件のうち、骨折を伴ったケース
は65％にのぼります。さらに、転倒時に頭部を
打つと、最悪の場合死亡することもあると言われ
ます。転倒災害は、十分に恐ろしい災害なのです。

59％

図１．平成28年から令和２年の５
年間に、亀戸署管内で発生した転
倒災害の休業見込日数別内訳
（資料出所：労働者死傷病報告）

はじめに
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● 高年齢労働者※ほど要注意！発生率高く、重傷になりやすい

図２．平成30年に全国で発
生した休業４日以上の転倒災
害の、年齢別・経験期間別発
生率（千人率）※

※発生率（千人率）

=
１年間の死傷者数

１年間の平均労働者数
×1,000

資料出所：厚生労働省「人生100年
時代に向けた高年齢労働者の安全と
健康に関する有識者会議報告書～エ
イジフレンドリーな職場の実現に向
けて～」

図３．平成28年から令和２年の５年間に亀戸署管内で発生した転倒災害について、年齢別に休業見込
日数の割合を示したもの。（資料出所：労働者死傷病報告）

厚生労働省の分析によると、転倒災害は労働者の年齢が高いほど、また経験年数が
短いほど発生しやすいことがわかっています（図２）。ご自身の事業場に、現在のお
仕事に配属されて間もない高齢者がいらっしゃる場合は要注意です。

さらに、亀戸署管内で過去５年間に発生した転倒災害を見てみると、転倒災害にお
ける休業見込日数は、年齢が上がるほど長期化する傾向にあることが読み取れます
（図３）。一般に、加齢とともに身体強度や運動機能が低下するため、わずかなつま
ずきであっても重傷になりやすいと言われています。

ご自身の事業場でご高齢の方が働いている場合、転倒災害の防止は特に徹底してい
ただきますよう、お願いいたします。

なお、転倒災害も含め、高年齢労働者の労働災害防止対策については、厚生労働省
が令和２年３月に「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」を公表し
ています（→P22）。

※「高年齢労働者」に決まった定義はありませんが、厚生労働省による各種施策では、60歳以上の労働者を想定
することが多いです。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

１週間未満 １週間以上 ２週間以上 １か月以上 ２か月以上 ３か月以上
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● 事業者の皆様の取り組みが必要です！

◀図５．令和２年中に亀戸署管内で発生した休業
４日以上の転倒災害の、発生場所別・類
型別内訳（資料出所：労働者死傷病報告）

「事業場外」には、同法人の別事業場で発生したものを
含む。なお、階段を踏み外したこと等による災害は転落を
伴うことが多く、災害発生状況により墜落・転落災害とし
て分類された場合には、このグラフに含まれない。

転倒災害も、仕事が原因で発生する「労働災害」である以上、事業者の皆様にはそ
の防止に取り組む責任があります。では、どのような対策が効果的でしょうか？

参考として、令和２年中に亀戸署管内で発生した転倒災害について分析してみます
（図５）。全141件のうち、６割以上は被災者の所属する事業場内で発生していま
す。しかもそのうち66％（全体の41％）は、転倒災害の典型とも言われる「滑り」
「つまずき」「踏み外し」により発生していることがわかります。つまり、事業場内
を整理整頓・清掃し、階段に滑り止めを付けるなど、事業場内の環境・設備に工夫を
施せば、これらの災害を効果的に減らすことができそうです。

一方で、事業場外で発生した災害が４割弱を占めることもまた事実です。ここに
は、客先の事業場内や、出先へ移動中の路上などで発生した災害が含まれますが、こ
のような場合、事業者が自ら環境や設備を管理することはできません。代わりに、労
働者に防滑靴などの用具を使用させたり、日頃から身体機能を維持させる取り組みを
することで、転倒災害の予防や重症化の防止を図ることができるでしょう。

滑り

16%

つまずき

21%

踏み外し

4%その他

18%

不明

3%

滑り

7%

つまずき

14%

踏み外し

4%

その他

13%

事業場内

62%

事業場外

38%

この好事例集では、これらの対策を
可能な限り広く取り上げました。ぜひ
ご参考にしていただき、ご自身の事業
場の業務内容に応じた転倒災害防止対
策をご検討ください。

注意！

• この資料における事例の掲載順は、原則として①危険そのものを除去できる対

策、②労働者が危険に晒されないための設備的対策、③マニュアル整備等の管理

的対策、④個人用保護具の使用等の順としています。これは労働災害防止対策を

講じるうえで考慮すべきとされる優先順位※に則しています。

• ただし、この資料はあくまで事例集であり、事業場で行うべき対策を網羅的に示

したものではありません。労働災害防止対策を実施するにあたっては、この資料

への掲載の有無にかかわらず、極力根本的な対策を選択してください。

※ 厚生労働省による「危険性又は有害性等の調査等に関する指針」（平成18年指針公示第１号）において
示された、リスク低減措置の優先順位によっています。
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事例１：備品置き場の指定

レジカウンター内に置かれたカゴにつまずくことを防止するため、従業員
の動線から外れる場所にカゴ置き場を指定し、指定位置に置くよう従業員
に教育を行った。

< before >

< after >

Point!

 つまずく要因が生まれることを予防できます。
 キャスター付き台車を採用して、万が一つまずい

た際にもカゴが容易に動くようにしています。

5



事例２：スロープ幅の改善

スロープの端を踏み外したことによる転倒災害が発生したことから、
スロープの幅を広げ、さらに端にトラテープを貼って転倒危険箇所の
「見える化」を図った。

< before >

< after >

Point!

 踏み外し対策は、段差をなくすことから検討しま
しょう。

 危険箇所の明示も効果的です。
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事例３：階段・段差の滑り止め

● 水に濡れた金属部分で足を滑らせてしまったことから、
金属部分に滑り止めテープを貼り、こまめな拭き掃除を心掛けた。

< before > < after >

Point!

 滑りやすい部分に応じて、適切な滑り止めを施し
ています。

● 階段の昇降中に転倒したことから、踏み板に絨毯マットを敷いて、
滑りにくくする工夫をした。

< before > < after >
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事例４：吸水マットの設置と清掃

Point!

 濡れやすい特定の場所がある場合には、マットの
設置やこまめな清掃が効果的です。

 油を使う事業場などでも、吸油性のシート等を用
いた対策が考えられます。

< before >

< after >

手洗い場付近の濡れた床に滑って転倒する災害が発生したことから、
床に吸水マットを敷くとともに、床清掃の状態を確認するチェック表を作
成した。
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事例５：握りやすい階段手すりの導入

握りやすく滑りにくい手すりを採用し、
階段昇降中の転倒、墜落・転落災害の防止を図った。

Point!

 手すりの凹凸により握りやすくなっています。
 足元の滑り対策との合わせ技で、より効果的な対

策になります。
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事例６：ストレッチの実施

転倒・腰痛防止用視聴覚教材のご案内

(独)労働安全衛生総合研究所にて、専門家の議論に基づき、「転倒・腰痛
予防！「いきいき健康体操」」が製作されました。
その他、転倒・腰痛予防に役立つ視聴覚教材を下記ページにて掲載して
おります。ぜひご活用ください。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/
information/videokyozai.html

出発前点呼時に、２～３分で行うストレッチを導入した。

Point!

 労働者の身体機能の改善により、転倒だけでな
く、腰痛対策にも効果が見込まれます。

 適切な体操を行う機会を、事業者側から提供する
ことが重要です。
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事例７：耐油性安全靴の導入

事業場の作業環境に適した、耐油性の安全靴を採用した。

< before >

< after >

底面を上げ、耐油グリップを強化

鉄心入安全長靴へ強化

耐油靴、溝の形状を変更し
安全強化

Point!

 安全靴は、作業内容に適した仕様のものを選択し
ましょう。床が油で滑る場合、底面は耐油性の
（油による劣化に強い）ものが適切です。
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事例８：定期的な靴の交換

< before >

< after >

靴底が摩耗し、滑りやすい状態の靴を労働者が使用し続けないよう、定期
的に靴を交換することとした。

Point!

 定期的な交換の機会を、事業者側から用意するこ
とが重要です。
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事例９：スリッパ底の滑り止め

事務所内で履くスリッパの底に滑り止めを貼った。

Point!

 一般的にスリッパは滑りやすいため、まずはゴ
ム底の靴などに置き換えることを検討しましょ
う。

 やむをえずスリッパを使用する場合、この事例
のように滑り止めを貼ることで、滑るリスクを
減らすことができます。
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事例10：滑り止め着用の徹底

ワックスや剥離剤を使用する際は靴に滑り止めカバーを着用するよう、
作業手順の遵守徹底を図った。

< before >

< after >

Point!

 防滑靴の常時着用や、防滑靴への履き替えが困難な
場合には、この事例のように、靴の上から滑り止め
を着用する方法があります。

 確実な実施のためには、個々の労働者による作業手
順の遵守が必要なので、周知徹底を行いましょう。
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事例11：滑りやすい場所の注意喚起

雨天時に事業場構内の排水用丸鉄板で足を滑らせる災害が発生したことか
ら、鉄板に白色蛍光塗料を塗装し、注意喚起を行った。

Point!

 この事例のように、滑る箇所に常時マットを被せ
るようなことが困難な場合には、目立つ色による
注意喚起表示が有効です。
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事例12：トラックの荷台・ゲートへの
積込み目安ラインの表示

荷台いっぱいに積み込んで足の踏み場がなくなるのを防止するため、積込
みはここまでとわかる目安のラインをトラテープで表示した。
荷台からの墜落・転落災害を防止するだけでなく、ゲートにつまずくリス
クも低減できる。

< before > < after >

Point!

 踏み外しやつまずきの防止につながる表示です。
 対策の効果を上げるため、表示の意味を労働者に

しっかり周知しましょう。
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事例13：階段の左側通行の徹底・
ステッカーの掲示

階段の左側通行を徹底し、さらに転倒災害防止ステッカーを活用して注意
喚起を強化した。

< before >

< after >

Point!

 左側通行の徹底により、労働者どうしの出会い
頭の衝突を防ぐことができます。

 転倒災害防止ステッカーは、厚生労働省ホーム
ページよりダウンロードし、自由に記載して使
用することができます。→詳しくはP19へ
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事例14：天候に合わせた注意喚起

雨天時に出先で転倒災害が発生したことから、
現場に出発する前の従業員の目に留まるような注意喚起を掲示した。

Point!

 雨天時や冬季に合わせてピンポイントで注意喚起
を行えば、労働者の意識を効果的に向上できそう
です。

 滑りにくい靴の導入などの対策も、忘れずに検討
しましょう。
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事例15：注意喚起の掲示

転倒災害の注意喚起をするポスターやステッカーを掲示し、
安全意識の高揚を図った。

▶ ステッカーを
ダウンロードできます

厚生労働省では、転倒災害を減少さ
せるため、「STOP！転倒災害プロ
ジェクト」を展開しています。

厚生労働省ポータルサイト「職場の
あんぜんサイト」内に、編集可能な見
える化ステッカーを掲載しています。

ダウンロード
はこちら

●出入口にポスターを掲示

●休憩室にステッカーを掲示
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【参考１】厚生労働省が作成した資料等

▶ 転倒・腰痛防止用視聴覚教材

▶ 「STOP！転倒災害プロジェクト」
ホームページ

すべて厚生労働省のポータルサイト「職場のあんぜんサイト」
に掲載されています。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/videokyozai.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501.html

転倒災害の防止に関する各種情報を掲載しています。

〇 STOP！転倒災害プロジェクトの
リーフレット・実施要綱など

〇 転倒災害防止に関する資料・教材
〇 転倒災害対策の好事例
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【参考２】
「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（令和２年３月16日公表） の概要について

ガイドライン全文・パンフレットはこちらから 22



（厚生労働省「STOP!転倒災害プロジェクト」リーフレットより引用）
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